
 

 

 

 

活動報告 

イラン ミントリハビリセンターでリハビリ、研修会、相談、ボッチャ、料理交流会が行われています 

・2025 年 3 月：ピアサポート研修会  

ピアサポート体験（合計 10 名）2名ペアで

自分の体験を話し合った。  

「とても大変な 1年でした。一人で住ん 

でいるので料理や買い物に行ってます 

沢山病気になった。お金に困っていたの 

で外に行けなかった。今日は事務員さん 

から連絡があり来ました。」 

 

・2025 年 3 月：ものつくり体験 

障害者と家族約 20名が参加して 

正月のパネル・しおりつくり 

「初めてみんなと一緒に作り楽し 

くできた。ミントセンターに飾り 

明るい居場所になった。」 

パネルに「障害は制限ではありません」「平和」など思い思いのコメントを日本語で書きました。 

 

・2025 年 3 月：会報第 2 号発行 

障害者の活動・ミントリハビリセンターリニューアル工事・ 

日本大使館職員来訪など、地域や行政に広報しています。 

 

 

パシャイ代表に 

アルボルズ福祉省から 

表彰状が授与されました。 

顔が黒くて赤い服を着た人はだれ？ 

 
ミントリハビリセンターは 2025 年 8 月現在、登録者は 73 名 

2025 年 6 月 大きな出来事がありました。イランとイスラエルの戦闘！ 

ミントリハビリセンターに被害はありませんでしたが、停電・物価高・暑さ・

交通の障害など社会生活は落ち着かない毎日です。一方 ODA を受けて

リハビリクリニックが開設、アルボルズ福祉省の承認を得てオープニング

することができました。皆様のご支援、ご協力に感謝申し上げます。 



2025 年 7月：アルボルズ州の認可を受け、オープニングセレモニー開催 

日本政府の ODA を受けリハビリ機器を購入して、リハビリを専門的に行う場所つくりを進めています。 

リハビリ医師が常駐し電気治療やマッサージなどを行うための準備が整ってきました。 

  

 

日 本 日本で多文化共生や障害理解のイベントに参加 

2025/5 ピアサポーターの金子  2025/2 神奈川ボランティアフェスタ 2025/2 SDGs 横浜フォーラム 

さんにインタビュー。日本の障  イランと日本の活動をパネル展示  ミントリハビリセンター事業

害者支援の動画を作成      VR のワークショップ体験を実施   紹介、イランの生活を伝えた 

       

   

クラウドファンディング（2025/5/1～31）を実施   。 

「リハビリのチャンスを 100 回分、イランの車いす障害者に届けたい！」 

苄苅目標金額 30 万円のゴール達成！！苄苅 

苄苅多くの皆さまのご支援に深く感謝申しあげます苄苅 

苄苅これからも、皆様と共に頑張っていきたいと思います苄苅 

 
2025 年 10 月～ 国内のイベント予定  手つくり品の販売も検討中 

皆さんで盛り上げましょう  ボランティアさんいませんか？ 

・秦野パラスポーツフェスティバル 10 月 12 日 

・秦野市民の日          11 月 3 日 

・はだの多文化ひろば       11 月 11～15 日 

・秦野西公民館祭り        11 月 22・23 日 


